




Boundary Lines between Eastern and Western Food 
Cultures at Japan Sea Side of Japan (VIII) 
Special Rice Cakes for "Tango no Sekku" 
all over Japan (Part 1)
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図9　粒綜の製造法
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県立新潟女子短期大学研究紀要　第33集　1996
製造の有無と包む葉等（チガヤ頚，竹皮）であるe
　逆に，食文化の束哲の対応も認められた。この対応
はlll形を中心とした地域と南九州という飛び離れた2
地域において粒綜の蟹造及び木灰浸出液の利用という
形で存在した。
　その他，食文化が地域的にまと’2’って認められケー
スもかなり存在した。特に，綜や餅類の名称で顕tt一で
あった。
　本報では各項§について独立に検討してきたが，多
変量解斬法によって鍍数の項目について同特に検討L
た結果は次報で報告する。
　なお，本研究をご支援して頂いた財団法入日本食生
活文化財団に深謝致しますe
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